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松平信久� 立教大学名誉教授・元立教学院院長
   立教大学大学院文学研究科心理学専攻修士課程修了／ロンドン大学教育
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宮川英一  立教学院史資料センター助教・センター員
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期退学
  論文「 奉天における朝鮮人の国籍をめぐる問題 : 一九二七年末の瀋陽

県・新民県の事例分析」（『専修史学』第 47 号、2009 年 11 月）
  　　  「 一九二〇年代後半期の在満朝鮮人と国籍問題 : 在奉天朝鮮人の対

応を中心に」（『専修史学』第 58 号、2015 年 3 月）
  　　  （幸野保典氏と共同執筆）「営業税課税標準申告書綴からみる川越
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